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「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」

〜
結
果
の
活
用
で
、
指
導
や
施
策
の
改
善
を
図
る
〜

　
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
」
は
、
児
童
・
生
徒
の
学
力
低

下
が
指
摘
さ
れ
る
中
、
文
部
科
学

省
が
学
力
水
準
の
状
況
を
把
握
す

る
目
的
で
、
国
・
公
・
私
立
の
小

学
校
６
年
生
と
中
学
校
３
年
生
の

す
べ
て
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に

（
愛
知
県
犬
山
市
は
不
参
加
、
私

立
校
の
約
４
割
は
参
加
を
見
送

る
）
平
成
19
年
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
文
部
科
学
省
は
、
本
年
も
４
月

に
実
施
し
、
８
月
29
日
、
そ
の
結

果
を
発
表
し
、
全
国
の
教
育
委
員

会
と
小
・
中
学
校
に
送
付
し
ま
し

た
。

　
現
在
、
こ
の
「
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
」
（
以
下
　
学
力
テ

ス
ト
）
の
結
果
の
公
表
を
め
ぐ
っ

て
、
全
国
の
自
治
体
で
賛
否
両
論

が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
波
紋
を
投

げ
掛
け
て
い
ま
す
。

む
ろ
づ
み

室
積
小
学
校

児
童
数
４
２
８
人

や
ま
ぐ
ち
だ
い
が
く
き
ょ
う
い
く
が
く
ぶ
ふ
ぞ
く
ひ
か
り

山
口
大
学
教
育
学
部
附
属
光

小
学
校  

児
童
数
４
２
７
人
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▲附小祭では、クラスごとにお店を出し、地
域の方々や保護者をお招きしました。

▲野外体験サマースクールでは、グループで協
力しながら、ふるさと室積を再発見しました。
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市
内
小
中
学
校
の
「
特
色
あ
る

活
動
」
風
景
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
次
回
は
、
浅
江
中
学
校
と
島
田

中
学
校
で
す
。
お
楽
し
み
に
！

◆
学
力
テ
ス
ト
の
目
的

　
学
力
テ
ス
ト
は
、
各
学
校
や
地

域
間
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の
学

力
の
比
較
や
学
校
の
序
列
化
に
つ

な
が
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
目
的
は
、
次
の
よ
う

に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
は
、
全
国
的
な
義
務
教
育
の

機
会
均
等
と
そ
の
水
準
の
維
持
向

上
の
た
め
、
教
育
委
員
会
や
学
校

は
、
全
国
的
な
状
況
と
の
関
係
に

お
い
て
、
自
ら
の
教
育
お
よ
び
教

育
施
策
の
成
果
と
課
題
を
把
握
す

る
た
め
、
児
童
・
生
徒
の
学
力
や

学
習
状
況
を
き
め
細
か
く
把
握
・

分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
に

関
す
る
継
続
的
な
検
証
・
改
善
サ

イ
ク
ル
を
確
立
す
る
。

　
各
学
校
は
、
各
児
童
・
生
徒
の

学
力
や
学
習
状
況
を
把
握
し
、
児

童
・
生
徒
へ
の
教
育
指
導
や
学
習

状
況
の
改
善
等
に
役
立
て
る
。
　

◆
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
の
活
用

　
光
市
で
は
、
本
年
度
「
学
校
評

価
」
を
全
学
校
で
実
施
し
、
そ
の

結
果
を
公
表
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
「
学
校
評
価
」
お
よ
び

「
学
力
テ
ス
ト
」
の
結
果
を
併
せ

て
、
総
合
的
に
自
己
分
析
し
、
具

体
的
な
指
導
の
改
善
に
活
用
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
お
り
、
既
に
各

学
校
は
、
自
校
の
「
学
力
向
上
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
い
た
実
践
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
学
力
の
底
上
げ
を
図
る
の
に
効

果
の
あ
る
家
庭
学
習
に
つ
い
て
、

各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
児
童
・
生
徒
の
家
庭
学

習
の
時
間
は
、
諸
外
国
と
比
較
し

て
少
な
い
と
い
う
調
査
結
果
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
家
庭
学
習
時
間
を
増
加
さ

せ
る
と
と
も
に
、
授
業
内
容
と
関

連
さ
せ
て
調
べ
た
り
、
発
展
的
に

考
え
た
り
で
き
る
宿
題
を
与
え
る

こ
と
も
学
力
向
上
の
た
め
に
有
効

な
方
法
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
学
校
で
の

学
習
活
動
の
充
実
と
家
庭
で
の
学

習
の
習
慣
化
が
学
力
テ
ス
ト
の
結

果
に
即
応
し
た
、
身
近
な
改
善
策

の
一
つ
と
い
え
ま
す
。


